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　クロスロードゲームは、5 人 1 組で行う。10 枚の意思決定カードを各自が持ち、カードに書
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手順 1： 各テーブルに 5 人つき、各人が自己紹介をする。
手順 2： それぞれに「YES」「NO」カードを配り、ルール説明を行う。







と。また 5 人 1 組のグループの中に学生が 1 〜 2 人必ず入るように編成をした。
表 1.　ゲーミングの実行フローチャート　（［1］矢守他	p.82）
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　多摩大学において 2015 年 11 月 28 日（土曜）午後、災害対応ゲーム「クロスロードゲーム」
を開催した。本ゲーミングは多摩市にある連光寺・聖ヶ丘地域福祉推進委員会と多摩大学が共
催で開催したものである。町内会役員を主メンバーとする地域住民 15 名と多摩大学のゼミ生
6 名が参加して行われた。図 1 にその時の写真を示す。
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